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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 83,651 △2.1 7,185 18.9 7,959 19.8 5,637 15.0

30年３月期第３四半期 85,414 6.2 6,041 △7.6 6,642 △7.3 4,903 △10.3
(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 3,881百万円(△49.0％) 30年３月期第３四半期 7,610百万円( 13.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 68.20 ―

30年３月期第３四半期 59.31 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 149,734 79,666 53.0

30年３月期 151,488 76,725 50.4
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 79,326百万円 30年３月期 76,406百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 7.00 ― 9.00 16.00

31年３月期 ― 10.00 ―

31年３月期(予想) 12.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 120,000 1.5 11,100 10.7 12,000 12.5 8,700 10.9 105.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

詳細は、添付資料の９ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 83,000,000株 30年３月期 83,000,000株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 331,627株 30年３月期 331,385株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 82,668,502株 30年３月期３Ｑ 82,668,703株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等につきましては、添付資料の４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧
ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
(単位：百万円)

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間 前年同期比増減額

受注高 売上高 営業損益 受注残高 受注高 売上高 営業損益

環境・エネルギー(国内)事業 93,399 63,812 7,892 291,974 △34,842 △ 1,575 1,460

環境・エネルギー(海外)事業 469 2,353 139 899 △ 2,845 △ 124 27

民生熱エネルギー事業 14,008 12,206 487 5,152 190 20 △ 80

設備・システム事業 6,721 5,765 211 5,726 1,660 167 54

計 114,598 84,138 8,730 303,753 △35,837 △ 1,511 1,462

調整額 △ 579 △ 486 △ 1,544 △ 324 △ 374 △ 250 △ 319

合計 114,019 83,651 7,185 303,428 △36,211 △ 1,762 1,143

当社グループの当第３四半期連結累計期間における経営成績は、主に環境・エネルギー(国内)事

業の減少により、受注高は前年同期に比べ36,211百万円減少の114,019百万円、売上高は1,762百万

円減少の83,651百万円となりました。

損益面においては、売上高は減少したものの、主に環境・エネルギー(国内)事業の採算改善によ

り、営業利益は前年同期に比べ1,143百万円増加の7,185百万円、経常利益は1,317百万円増加の

7,959百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は734百万円増加の5,637百万円となりました。

　

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

　

［環境・エネルギー(国内)事業］

自治体向けのごみ処理プラント、下水処理プラントおよび民間事業者向けのバイオマス発電プラ

ント等の建設（ＥＰＣ事業）ならびにそれらのプラントのメンテナンス、運転管理、運営等のアフ

ターサービスを主要な事業としております。

当第３四半期連結累計期間においては、ごみ処理プラントのＤＢＯ事業（建設・運営事業）を含

む新設工事２件、基幹改良工事２件、設備更新工事１件、またバイオマス発電プラント等の民間事

業者向けでも建設工事２件のほかＯ＆Ｍ１件を受注しました。しかしながら、複数件の大型バイオ

マス発電プラント建設工事の受注があった前年同期に比べ受注高は34,842百万円減少の93,399百万

円となりました。また、主にプラント建設工事の案件構成の変化により前年同期に比べ売上高は

1,575百万円減少の63,812百万円、営業利益は1,460百万円増加の7,892百万円となりました。

［環境・エネルギー(海外)事業］

海外におけるバイオマス発電プラント、廃棄物発電プラントの建設およびメンテナンスを主要な

事業とし、現地法人を有するタイ国ならびに台湾を拠点に、東南アジアを中心に事業展開を進めて

おります。

当第３四半期連結累計期間においては、主に新設プラント案件の受注がなかったことにより、前

年同期に比べ受注高は2,845百万円減少の469百万円となりました。また、売上高は2,353百万円、

営業利益は139百万円といずれも前年同期並みとなりました。
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［民生熱エネルギー事業］

商業施設や工場などの熱源装置として利用される小型貫流ボイラ、真空式温水機など、汎用ボイ

ラの製造、販売、メンテナンスを主要な事業としております。

当第３四半期連結累計期間においては、更新案件やメンテナンス受注などを順調に獲得し、受注

高は14,008百万円、売上高は12,206百万円といずれも前年同期並みとなりましたが、営業費用の増

加により営業利益は80百万円減少の487百万円となりました。

　

［設備・システム事業］

空調設備、給排水設備など建築設備の設計・施工と、クリーン機器、洗浄装置など半導体産業用

設備の製造、販売、メンテナンスを主要な事業としております。

当第３四半期連結累計期間においては、主に建築設備事業における大型案件の受注により受注高

は前年同期に比べ1,660百万円増加の6,721百万円となりました。また、受注済案件が順調に進捗し

ていることから、売上高は前年同期比167百万円増加の5,765百万円、営業利益は54百万円増加の

211百万円となりました。

　

なお、環境・エネルギー(国内)事業においては、第４四半期も引き続きバイオマス発電プラント

などの受注を見込んでおります。また、受注済みプラントの建設工事が順調に進捗しているほか、

民生熱エネルギー事業や設備・システム事業も堅調に推移しており、受注高は157,000百万円、経

常利益は12,000百万円と今期目標を上回る見込みであり、引き続きその達成に向けて鋭意取り組ん

で参ります。

（２）財政状態に関する説明
①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は149,734百万円と前連結会計年度末に比べ1,754百万円の

減少となりました。これは主に、現金及び預金が8,832百万円の増加となったものの、受取手形及

び売掛金が15,825百万円の減少となったことによるものであります。

負債は70,068百万円と前連結会計年度末に比べ4,694百万円の減少となりました。これは主に、

前受金が3,597百万円の減少となったことによるものであります。

純資産は79,666百万円と前連結会計年度末に比べ2,940百万円の増加となりました。これは主に、

その他有価証券評価差額金が1,919百万円の減少となったものの、親会社株主に帰属する四半期純

利益の計上により利益剰余金が5,637百万円の増加となったことによるものであります。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は53.0％と前連結会計年度末に比べ2.6

ポイントの増加となりました。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16

日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、当該会計基準等を遡って適用した後の

数値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
老朽化したごみ処理プラントの更新や延命化対策、エネルギー政策を背景としたバイオマス発電

プラントの建設など当社グループの主要製品には引き続き需要が見込まれております。

このような状況の下、当社グループの平成31年３月期の業績につきましては、ごみ処理プラント

のＤＢＯ事業を含む新設工事、基幹改良工事や設備更新工事、バイオマス発電プラントの建設工事

やＯ＆Ｍ業務などプラント建設・運営受注が堅調に推移しており、受注高は前回予想を上回る

157,000百万円となる見通しです。また、受注済みプラントの建設工事が引き続き順調に進捗して

いることなどから、売上高は120,000百万円と従前の予想を上回る見通しです。損益面では、売上

高の増加に加え、原価低減が進み利益率の改善が見込まれることから、営業利益が11,100百万円、

経常利益が12,000百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が8,700百万円といずれも従前の予想

を上回る見通しです。

また、平成31年３月期の期末配当予想につきましては、従前の予想から２円増額し、１株当たり

12円とさせていただく予定です。これにより、当期の年間配当金は１株当たり22円（うち中間配当

金10円）となる予定です。

なお、業績予想及び配当予想の修正につきましては、本日（平成31年２月13日）「平成31年３月

期業績予想の修正及び配当予想の修正（増額）に関するお知らせ」として開示しております。

当社グループの事業では、通常の事業形態として、納期が連結会計年度末直前となる工事が多く、

第４四半期にかけて進捗、引渡しが多くなる傾向にあり、業績においても第４四半期での売上高が

他の四半期と比較して大きくなるなど季節的変動が大きいことから、業績管理については年次のみ

で行うこととしております。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 60,863 69,696

受取手形及び売掛金 50,355 34,529

たな卸資産 4,306 7,043

その他 1,827 3,155

貸倒引当金 △38 △42

流動資産合計 117,315 114,381

固定資産

有形固定資産 8,501 8,248

無形固定資産 339 297

投資その他の資産

投資有価証券 21,218 18,258

その他 4,584 8,986

貸倒引当金 △470 △438

投資その他の資産合計 25,332 26,806

固定資産合計 34,173 35,353

資産合計 151,488 149,734
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 22,420 21,151

電子記録債務 12,686 13,277

短期借入金 8,144 7,671

未払法人税等 280 1,571

前受金 13,591 9,994

賞与引当金 2,942 1,774

製品保証引当金 85 167

工事損失引当金 372 395

その他 3,785 3,299

流動負債合計 64,311 59,302

固定負債

長期借入金 458 362

役員退職慰労引当金 183 172

退職給付に係る負債 9,405 9,830

その他 402 401

固定負債合計 10,451 10,766

負債合計 74,762 70,068

純資産の部

株主資本

資本金 13,367 13,367

資本剰余金 3,768 3,768

利益剰余金 52,948 57,672

自己株式 △235 △235

株主資本合計 69,848 74,572

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,161 5,241

繰延ヘッジ損益 △46 5

為替換算調整勘定 2 △3

退職給付に係る調整累計額 △559 △488

その他の包括利益累計額合計 6,557 4,754

非支配株主持分 319 339

純資産合計 76,725 79,666

負債純資産合計 151,488 149,734
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 85,414 83,651

売上原価 68,706 64,821

売上総利益 16,708 18,829

販売費及び一般管理費 10,666 11,644

営業利益 6,041 7,185

営業外収益

受取利息 21 14

受取配当金 336 396

持分法による投資利益 344 417

その他 96 96

営業外収益合計 799 924

営業外費用

支払利息 49 45

為替差損 115 54

その他 32 50

営業外費用合計 197 150

経常利益 6,642 7,959

特別利益

投資有価証券売却益 110 -

関係会社清算益 90 -

特別利益合計 200 -

特別損失

投資有価証券評価損 60 -

特別損失合計 60 -

税金等調整前四半期純利益 6,783 7,959

法人税等 1,861 2,274

四半期純利益 4,922 5,685

非支配株主に帰属する四半期純利益 19 47

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,903 5,637
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 4,922 5,685

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,589 △1,920

繰延ヘッジ損益 23 54

為替換算調整勘定 18 △8

退職給付に係る調整額 55 70

その他の包括利益合計 2,687 △1,804

四半期包括利益 7,610 3,881

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,560 3,833

非支配株主に係る四半期包括利益 49 47
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことから、田熊プラントサービス㈱、今治ハイ

トラスト㈱及び町田ハイトラスト㈱を連結の範囲に含めております。また、第２四半期連結会計

期間より、新たに設立した住之江ハイトラスト㈱を連結の範囲に含めております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

① 原価差異の繰延処理

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込

まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）として繰り延べております。

② 税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に

表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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（セグメント情報）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境・
エネルギー
(国内)事業

環境・
エネルギー
(海外)事業

民生熱
エネルギー

事業

設備・
システム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 65,209 2,477 12,144 5,582 85,414 ― 85,414

セグメント間の内部売上高
又は振替高

178 ― 41 15 235 △235 ―

計 65,387 2,477 12,186 5,598 85,650 △235 85,414

セグメント利益 6,431 111 567 156 7,267 △1,225 6,041

(注) １．セグメント利益の調整額△1,225百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,345百万円及

びその他の調整額119百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

環境・
エネルギー
(国内)事業

環境・
エネルギー
(海外)事業

民生熱
エネルギー

事業

設備・
システム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 63,688 2,353 12,136 5,473 83,651 ― 83,651

セグメント間の内部売上高
又は振替高

124 ― 69 292 486 △486 ―

計 63,812 2,353 12,206 5,765 84,138 △486 83,651

セグメント利益 7,892 139 487 211 8,730 △1,544 7,185

(注) １．セグメント利益の調整額△1,544百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,676百万円及

びその他の調整額131百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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